
２０２０年１０月１８日 主日礼拝 
   

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

 

賛  美    聖歌４９８番「歌いつつ歩まん」 

                                                                                                                                                                                                                                                   （感謝と喜びを）（喜びがある） 

十戒・主の祈り 

 

   聖  書                                                          ①                                                   マタイによる福音書８章１～４節（P１０） 

                                                                           ②③                              マタイによる福音書１１章２５～３０節 (P１７)                                                                          

 

音  楽                                                                                                                                       J.Plus Gospel Choir (V) 

                                                                                          

メッセージ                        ①                                                      「私の心だ、きよくなれ」 森屋幹副牧師   

                                  ②③                              「ゴーイング・ホーム」                     坪井永城副牧師 

                   

賛  美                           「主は道を日々つくられる」 （献金） 

頌  栄    聖歌７００番「それ神はその一人子を」 アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 

【大和ニュース】  

* 今週も「明るく、元気で、のびのびと！」笑顔で過しましょう。 

大川牧師は、淀橋教会の礼拝説教を担当されています。 

来週の説教題は「よみがえったラザロは何をした？」（「鬼滅の刃」から学べる言葉）。 

* 本日「青年学生合同ワーシップ」（泉チャペルにて）１４時より。 

 

* 今週も祈祷会を大切に！①水曜夜 ②木曜朝 説教は佐々木副牧師 

 ③金曜夜（２０：５０） 説教は大野Ｍ伝道師 

* 「聖化大会」が、オンライン（YouTube）でなされます。視聴参加しましょう！ 

  １０月２０日(火) ①１４：００ ②１８：３０ 講師は工藤弘雄先生（香登教会牧師） 

 ・アクセス方法「2020聖化大会」と検索して下さい。 

* 今週水曜夜、川田直輝兄のコンサートが海老名にてなされます。お祈り下さい。 

* １０月から SS再開。来週の日曜からヤンチャ（中高生）再会予定。ご期待下さい。 
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石の枕  
 

 「起きよ、光を放て。あなたを照らす光は昇り、主の栄光はあなたの上に輝く。」 

（イザヤ書６０章１節 新共同訳） 

 時々、カトリックの神父さまやシスターの本を読んで恵みを受けると、なぜ 

長い間、プロテスタントは、背をむけていたのであろうと心を痛めます。聖書に 

忠実に生きる立場と告白しながら、仲良くできなかったことを深く反省して 

います。今は本当によい時代です。「主に在ってひとつ」。 All one in Christ！ 

 先日片柳神父様の本を読んだ。アウシュビッツの殉教者、コルベ神父。彼は 

処刑されようとしている仲間の身代わりになり、餓死室に入れられました。 

そして、餓死室に入ってからも仲間たちを励まし、最期まで神に祈りを捧げ続けた 

ということです。その光は語り継がれ、今日に至るまで多くの人の心を照らして 

います。（私も自分の人生の終わりまで、息のある限り輝きたいと祈った。） 

 聖人といわれる人だけでなく、私の友人の一人は２０代でガンのため苦しい 

闘病生活を送りました。再発し、転移し、状況は次第に悪くなってゆきましたが、 

彼女は最後まで希望をもって輝きました。げっそり痩せて髪も抜け、快復の 

見込みも立たず、自分も苦しい状況のはずなのに、同じ病室の仲間を気遣い、 

穏やかな笑顔を浮かべ続けたのです。 

 「すべては神さまの手の中にあります。心配はいりません」というのが、彼女の 

口癖でした。そんな彼女の姿は同じ病室にいた人たちの心を励ましました。 

神に希望を置いて生きる彼女の姿を通して、この地上に神の栄光が輝いた 

のです。天国へ召された彼女は、今も私たちの心を照らしています。 

 

 私の父大川博道は、８８歳で召天した。召天直前に伝道地の清水の病院を 

訪れた。父の隣りのベットの人が、「あなたのお父さんは、賛美歌だけでなく、 

唱歌でも、ポピュラーでも、寝ながら何でも歌ってくれました。聖書の言葉も 

朗読してくれました」と、うれしそうに語ってくれた。１５才で両親のもとを 

離れたが、もっと頻繁に見舞ってあげればよかったなぁーと、悔いが残る。 

 ちょっと泣けて来た。。。。。 

  

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅱテサロニケ１章～Ⅰテモテ４章 Bコース：イザヤ６５章～エレミヤ１３章 


